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津島市地域学校協働本部事業 
津島市教育委員会では、市内全小中学校を

コミュニティ・スクールに指定し、次世代育

成と地域づくりを推進しています。

「将来先生になりたい」「子どもが大好き」

「自分の特技・長所を生かして、子どもたち

と関わってみたい」そんな皆さんから、ボラ

ンティアを募集しています。年間１３０名以

上の高校生・大学生の学生ボランティアさん

が、学校や子どもたちを支えています。

◆活動場所：津島市内の幼・小・中学校

◆活動内容：子どもたちの園・学校生活に関

わること全般や、授業や課外活動など多岐に

わたる活動があります。（下部参照）

学習支援：授業補助、月曜日・土曜日学習支援、特別支援学級補助、実験補助、水泳指導補助、合唱指導補助、夏休み学習会補助 

学校行事支援：校外学習引率補助、福祉実践教室補助、キャンプ・運動会・体育祭・文化教室補助、キャリア教育支援、 

各地域学校協働本部活動支援 教育支援センターこころのオアシス支援 放課後子ども教室支援 日本語教室 FUJICA

支援

MC津島藤子 

津島市教育委員会内 津島市地域学校協働本部 統括コーディネーター 

携帯 080-7847-9510 e-mail: gakuboratsm@gmail.com 
LINE「学ボラ津島」＞＞＞応募は裏面へ



津島市学校支援ボランティア登録から支援までの流れ

学校支援ボランティア活動とは 
① 子どもと一緒に活動し、園・学校・児童・生徒をより良くするための活動です。

② 他人から強制されるのではなく、自発的意志によって行われます。

③ 学校等の要請に応じて、「できる人が、できる時に、できることを」支援します。

④ ボランティア自身の経験や専門性を生かす活動です。

⑤ 活動により、学校と地域の絆が深まり、地域が元気になると同時に、ボランティア自身の成長

につながる活動です。 

ボランティア登録から支援までの流れ 

①電話 または、ＬＩＮＥで連絡をしてください

携帯  080-7847-9510 （津島市地域学校協働本部 統括コーディネーター専用）

gakuboratsm＠gmail.com へメールを

LINE 表の右下にあるＬＩＮＥのＱＲコードを読み取り、 

★「氏名・大学（学校）名・学年・○○ボラ希望」を書いてＬＩＮＥしてください。

②面接日の希望日時を決めます

メールを確認後、今後の登録の流れをＬＩＮＥかメールで返信します。 

面接希望日を相互に調整し、面接日を決定します。  

③面接日

面接日に津島市教育委員会（津島市役所２階東突き当り）へ来庁してください。 

★普段着で、スケジュール等が分かるものをお持ちください。

①ボランティア登録用紙の記載と、ボランティアの志望動機や希望内容等を聴取します

②「ボランティアの心得」等を説明し、手続き完了。（ボランティア保険に当方で加入します）

④ボランティア支援する学校等との打ち合わせ

こちらで、希望する幼保こ小中学校等と連絡して、つなぎます。その後は直接学校等へ出向いていただき、

連絡・打ち合わせをして、ボランティアの具体的な内容や日時を決めて、活動に入ります。 

⑤活動開始

★LINE の「学ボラ津島」で登録していただきますと、「学ボラ津島グループ」に招待しますので、

参加してください。そのノート機能の中に、昨年度、幼小中学校等から依頼のあったボランティア 

活動内容をご覧いただけます。今年度も、学校や協働本部からのボランティア依頼を随時、発信 

します。ご希望の方は、その都度、応募してください。 

【お問い合わせ先】 津島市教育委員会 学校教育課 （津島市役所２階） 

津島市地域学校協働本部 統括コーディネーターへ 

専用携帯電話 ０８０―７８４７―９５１０ 



津島市地域学校協働本部設立1 0周年記念事業【2025.11発行】

ー ・. = 連 絡協議会
●ぷ
    L .  冑‘‘

コミュニティ ・ ス クー ル ( C S ) とは ？
「コ三ュニティ ・ スクー ル ( C S ) 」 とは、学校 の中 に 「学校運営協議会」 という20 名 ほ どの

会をつくり、先生と地域の代表の人たちや保護者が「どんな学校にするか」を考えます。
子どもたちとも 一 緒 に考 え、みんなで話 し合 い ・協 力 しなが ら実現 を 目指 します。
活動を積極的に進めるために、ボランティアさんを集めたりお願いしたりする本部（地域学校
協働本部）があり、コ ー デ ィネー ター が学校 と地域 の両方のお願 いを上手 につなげています。
学校を助けるだけでなく、地域の自慢を子どもたちに伝え、津島の未来をより良くするために
頑張って活動しています。

r【流れに従い 、 流れを象しす】 l 
津島市のCS活動が10周年を迎えました。皆さんのこ理解、 こ協  のおかげと感
謝申し上げます。さて 、 CS活動も活動内容が広がり、 法的な権限も強化される
ばかりです。学校の＝ ー ズに応える地域学校協働活動から、 共に学校運営を進め
るCS活動へと変貌してきました。今後も責任のある共同経営者として 、 流れに
従い流れを礼していただくようお願いして 、 私からの挨拶といたします。

津島市教育畏浅井厚視

¦【紡いでいただき10年】 1 
初めて地域学校協働本部が ち上がってから10年の節 を迎えることができま
した。  緒に同じ 標に向かって活動を進めてきた先輩、 仲間の皆様、 コ三ュニ
ティ ・スクールでお世話になっている地域の皆様に感謝申し上げます。
10年にわたり と を紡いで頂いたことにより 、 今、 各 中学校CSも多くの
 々が活動活躍しています。この活動がこれからも 10年20年と続くことを願っ
ています。

津島市コミュニティ ・スクー ル連絡協讚会 野 佳男
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「っしまっ子応援団HP l 

元三二=i
回澤回麟

つしまっ 応援団（津島市コ三ュニティ ・

スクー ル 連絡協議会 ）についての 詳しい情
報や各学校協働本部へのリンクはこちらの
 次元コ ー ドからこ覧いただけます。

rポランティア募集 l 
高校生 ・大学生 ・地域ボランテ ィアをこ希望の方
は、下記または各小中学校地域コ ー デ ィネー ター

へこ連絡ください

津島市教育委員会内
〒496 8686 津島市立込町2丁目21
津島市コ三ュニティ ・スクー ル連絡協議会

「つしまっ子応握団」事務局
gakuboratsm@gmai I.com 回障沼回

  080 7847 9510 , . c, .... a 

竪「学ボラ津島」

應謝〇芽霰冑て｀
地域と学校をひとつに
豆ポラ神守は 、 学校と地域 を繋ぐ架け橋となれる
よう活動を行っています！

豆ボラ神守の主な活動は、学習支援·図書支援•生活安
全支援・環境支援をはじめ、キャリア教育や部活動支援
など、学校の要望に応じて幅広く取り組んでいます。

『地域て 守る神守っ 』
神守小学校のCSには

地域の様々な団体が所属
しており、神守つ子の
健やかな成長をサポー ト
しています。

地域と子どもたちの
つながりが点から線にな
り、輪になり、ずっと続
いていくことを目標とし
ています。

こ日

神守小学校に住んている妖精
“カモリー ニョ̓' とʻ̒ロッカクロー 'ʼ てʻす。

神守っ子の成長を見守りながら神守小学校地域学
校協働本部のマスコットキャラクターとして活動
しています。

蛭間 学校地域学校協働本部
蛭間地区は、子ども思いの
元気なおっちゃん、おばちゃ
んが多く、蛭間小学校を母校
とする方々も多い地域てʻす。
創立150周年記念も蛭間小学
校を大切に思う方々によって  Zう
無事に終え、200周年に向けグ鼻
て次世代の子どもたちに
バトンタッチがてきました。

この様な地域だからこそ、
蛭間小学校を中心に顔の見える関係を作り

「なかよし蛭間小」をスロ ー ガンに様々な
団体が連携をして、普段ては経験てきないこと
を共に楽しんてʻいます。
大人たちが楽しそうに活動する姿を見て、子ど
もたちも大きくなったら地域の活動に参加して

くれるような大人に
成長してくれること
を願いながら日々
活動しています。

合今圭ヽl造さ沈地徊学灼tll.御太空R

『てきるときに、てきることを』
を モ ッ ト ー に 似 渇

学校と地域の架け橋となるような活動を続けて
いきたいと思っております。

愛称は、みんなを明る＜照らす
「こうちゃん」て̒ す。

マスコット愛称「こうちゃん」



|藤浪中学校
～学校・子どもたちのニー ズを第一に ～
藤 浪 中 学 校 地 域 学 校 協 働 本 部 て は 、 学 校 、 地

域の方々と 一 緒 に話 し合 いを重 ね なが ら、よ り
よい学校運営がてきるよう活動しています。
4 年 目を迎 えた学習支援教 室NAMI KAは、生

徒同士が教えあったり、学習支援ボランティア
に気軽に質問したりしながら、学ぶことの楽し
さを感じることや、学習習慣の確立を目指すこ
とを目的としています。

交通安全みまもり活動て
ʻ
は、地域 ・家庭 ・学

校が協力し、地域全体てʻ子 どもたちの登下校 の
安全を見守っています。
その他、地域ボランティアヘの参加支援や

キャリア教育等、 「てきる人が」 「てきるとき
に」 「てきることて」学校と連携していきます。

基

［東小学校 ］ 
子どもたちに色々な経験を
東 小 学 校 学 校 運 営 協 議 会 （ 東 小CS) は 、東 コ
ミュニティ ー ・交通安全会 ・自主 防災会 ・民生
児童委員会・放課後子ども教室・児童クラブ・
東小 PTA ・東小地域学校協働本部 によ り構成 さ
れております。

各団体の活動や団体間の橋渡しをして、子ども
たちに色々な経験をしてもらえる場所づくりの
お手伝いを、東小CSて行 って いきた い と考 え
ています。

El加i.., t 
北 小 学 校 地 域 学 校 協 働 本 部 「 北 ら ぼ 」

【子どもたちの笑顔と
地域の元気を育む拠点に】

北小学校は全学年が単学級て結束力か強いため、校区
ても子ども・先生・地域が一 体となって活動てきるのが
大きな魅力てす。

「北らぼ」は、地域の皆さまの温かい支えのもとてʻ

児童の学びと成長を支え、地域全体の活性化につながる
活動を続けていきます。

◎活動内容◎
・登下校見守り隊、校外学習見守り
・校内美化活動 プ ー ル掃除や除草作業
・絵本の読み聞かせ
・夏休み宿題会 夏休みの居場所づくり
・地域イベントヘの参加・・ボランティア派遣により幅広

い世代が交流てきる場を提供

［天王中学校 ］ 
協働本部の活動

『ごずてん学』
3年生を対象に高校生や
大学生、社会人の有志に
よる「生徒自身が未来を
想像てきる学習支援」と

「自己理解やコミュニケ ー ション能力の向上を図る」
高校入試対策の面接てはない「活きる面接」を支援。

『ごずてん匠』
地域の建築関係者と連携し「早期発見、早期補修」を
かかげ、施設の維持管理において状態の判断や補修
の見積を基本として活動予定。

CS活動 の一 例
『郷土を知る』

CSメンバ ー て郷土研究者の園田先生より学校周辺の
講義を受けます。歴史や文化を学ぶことて、将来の災
害に備えるための知識を蓄えます。

『地元企業を知る』
2年生が行う職場体験学習への知見を増すため、地
元の企業より会社の事業内容や理念などを講義しま
す。地元企業を知ることて、生徒の将来の可能性を
広げます。  
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子どもたちが安心して遇ごせる躙蠣づくりを支え、
それを見守る応璽団として、憶域と学校とで協力し合い、

機々 なボランティア活動をしています。

とはいえ。
ボランティア  
高い志なんていらんのでする
（ひゃ一 言っちゃった！笑）
「子どもの様子見たいんだもん己」
これでいいんです
いや、むしろコレしかない！がし（位）ヽ．）〞

のびのびとした子どもたちの笑韻、笑い声、空気
こういうのって伝染していくんですよねで
楽しいの広がれ～己

これからも、自分たちが秦しみながらできる
小さなポランティア活馳を大切に。

その讀み量ねが子どもたちの心を温め、思いやりを胄みますように。
まこころが璽耀する、『キラッと！つにし』となるよう●いを込めて

大きなことはできなくても、
小さなことを＂ゆるっと楽しく＂

取り組んでいくー一
それが『西ぴかボランティア』スタイルです

南小学校地域学校協働本部てす。
愛称は『南風』てʻす。

「さつまいもプロジェクト」
「星空教室」
「ラクドキ教室」
「キャチハグ

イングリッシュ」
などを企画運営しています。
学校・家庭 ・地域が一 体
となって、地域ぐるみてʻ ʼ｀且き声：一←．ヽ℃にiーヨ
子供を育てる体制を整える b
ことを目指し、学校の教育 し幽碩極安

h 勇

方針・目標に基づいた教育
活動支援を行い、南小学校
への支援の充実及び校区の地域づくり推進を目的
として活動しています。
『南風』の愛称は歴代の南小校長先生が発行して

いた「南風だより」を由来に当時の浅井校長（現
教育長）の発案て

｀
名づ けられま した。

「南風」は季節がきらめきを増していく頃の
風てʻ、色 々なものを健やか に成長 させ る、勢 いの
良い風というイメ ー ジも素敵だか らつ け られた、
といういきさつもあるそうて

ʻ
す。

［暁中学校 ］
「良い環境は良い子喜、'[懇!

!」¢と返n.． A KAT5UKI
暁中学校運営協議会は「地域を
愛し、学び、貢献てきる生徒の
育成」を目指しています。
さまざまな活動や支援を通じ
て、地域と協力しながら子ども
たちの成長を支えています。
【活動内容】
「ふるさと津島、あかつきの日」

◆防災（津島の災害を知る）
◆尾張津島天王祭（祭りについて深く学ぶ）
◆津島の歴史文化（津島別云統音楽について学んだり

郷土料理の体験を行う）
【支援内容】

・唐臼子ども園協働避難訓練（有事の際に中学生が園児
を安全に避難誘導する体験を実施しており、守る側の
責任を学んています）

•特別支援学級、人権週間の絵本読み聞かせ
・校内玄関前の緑化整備

［神島田小学校 ］ 
「哭顔いっぱい 夢いっぱい」
神島田小学校地域学校協働本部は、 PTA ・地
域の各団体 ・神 島 田サ ポー トが協 力 し、笑顔
と夢があふれる小学校てあり続けるように子
ども達と先生方のお手伝いがしたい、という
思いて活動しています。

毎年恒例となっています、
シャボン玉遊びと夏休み宿
題見守り隊の写真てす。
今年度は初めての試みとし
て、地域の中学生と高校生
ボランティアの方々にも参
加いただきました。




